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各種記念日

ニコニコＢＯＸ

１.米山記念奨学委員会　加藤栄吉委員長
　 今期の寄付状況が芳しくありません会員一人
10,000 円の寄付を再度お願い致します。

２.　親睦活動委員会　小野寺浩二委員長
　 本日（14日）17：00より麻雀大会を行いま
すので参加者はよろしくお願いいたします。

会長報告

１．ポリオ募金のお願い
　 お一人 100円をお願い致します。
２．ワンコインニコニコＢＯＸご協力お願い致
します。

１．荒谷信幸副会長より地区委員についての報告
　 森川順治地区幹事より次年度委員会委員の
募集について案内が参りました。地区委員に
立候補される方は 3 月 31日までに申し出て
下さい。委員会は次の11委員会です。

　　①クラブ管理運営委員会②広報・ＩＣ委員会
③職業奉仕・基本理念委員会④国際奉仕・
ＶＴＴ委員会⑤青少年交換委員会⑥ＲＩＬＡ
委員会⑦インターアクト委員会⑧ローターア
クト委員会⑨財団資金推進委員会⑩ポリオ
プラス委員会⑪米山記念奨学・学友委員会

幹事報告

委員会報告

本日のゲスト
㈱多田薬局本店　代表取締役
 多田　昌央 様（室蘭ＲＣ前会長）

出席報告

会員数
出席率

42名
78.57％

出席者数
欠席者数

33名
9名

米塚豊（結婚記念日3/6）
渡部一姿（誕生記念日2/2、創立記念日11/16）
椛澤哲也（3/1にデイサービスらいふぷらすをオープンｊしました）
内池秀光（結婚記念日3/4）
藤井徹也（マレーシア出張、暗殺に気をつけて行ってきます）
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●３月は水と衛生月間です。
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2016～2017年度　国際ロータリーテーマ

ROTARY SERVING HUMANITY
　「人類に奉仕するロータリー」
　　　　2016～2017年度 ＲＩ会長　ジョンF. ジャーム

室蘭北ロータリークラブ会報

本日のプログラム 前回例会の報告

次回の予定プログラム

第2179回（3月14日）例会記録

人類に
奉仕する
ロータリー

室蘭岳

本日献立 和食ランチ（生ちらし寿司、吸い物）

国土交通省　北海道開発局　　　　　
室蘭建設部　部長　　宮島　滋近 様

クラブ管理運営委員会

卓話「室蘭開発建設部の概要及び
　　　　　　　防災対策等について」

誕生記念日　菅原　正明 会員　3月17日

誕生記念日　斉藤　　崇 会員　3月19日

結婚記念日　村井　幺乙 会員　3月8日

結婚記念日　土井　　伸 会員　3月8日

結婚記念日　中田　孔幸 会員　3月9日

結婚記念日　本間　　信 会員　3月10日

創立記念日　加藤　栄吉 会員　3月10日

創立記念日　斉藤　　崇 会員　3月14日

洋食ランチ（豚とチーズのロールカツ
サラダ盛り合わせ、ライス、コンソメ
スープ）

次週献立予定

室蘭市立桜蘭中学校　2年生　
渡部　真央 様

（渡部一姿会員のご長男）
クラブ管理運営委員会

卓話「僕が感じた日本と外国について」



多田　昌央 様（室蘭ＲＣ）
クラブ管理運営委員会

前回例会のプログラム

卓話「詩吟ってな～に」

　詩吟と言えば「鞭声粛々　夜河を過る」でご存じ
の通り、あまり馴染みのあるものではありませんが、
今静かに流行している日本の伝統文化であります。
詩吟と言えば最も嫌いだった漢詩が頭に浮かんで
きますが、漢詩ばかりでなく短歌、俳句、近体詩、今
様、散文なども好んで吟じられています。
　吟じるとは、詩を読み、味わい、詩文から受ける感
動を自らの声で自分なりに表現するものであり、声
の善し悪しまた上手い下手は関係ありません。ほと
んど自己満足の世界であります。さらに詩が作られ
た時代背景、作者の心情などを思いながら吟ずると
ますます奥の深い伝統文化だと思います。声の出る
方なら誰でもできますし、道具も何も必要ありませ
ん。自分の声さえあればどこでも自己満足の世界に
浸ることができます。
詩吟の魅力について
　第一に腹の底から大きな声を出す
　　　　　　　という原始的な喜びであり
　第二に美しい日本語を声に出して
　　　　　　　味わうという知的な楽しみ
　身体論に基づく教育学者・齋藤孝氏のベストセ
ラー「声を出して読みたい日本語」（草思社2001年）
では、詩吟について次のように述べられています。
「実際の詩吟を聴いてみると、窓も震える迫力があ
る。声が空気の振動だということがびっくりするく
らい実感できる。魂が揺さぶられるような力がある。
自分の身体を腹から背骨を通って振動させ、声の響
きを通して空間全体を振動で満たすというのは、な
んとも気持ちのいいことである。身体と空間が響き
においてつながる経験は、宗教的体験の原型だ。」
　見事に詩吟の魅力を伝える一節だと思います。
詩吟の練習方法
　詩吟の練習は、まず発声練習です。声が出なけれ
ば詩吟はできません。発声練習を充分にします。併
せて呼吸法の練習をします。
　次に詩の素読を大きな声で何度もします。素読は
日本語を正しく、きれいに、美しく表現するために
大切な練習です。言葉のアクセント、鼻濁音、濁音、
無声音などの日本語のルールに注意しながら、詩の
解釈に即した緩急強弱、メリハリを意識して素読を
行います。
　詩の作られた時代背景、作者の略歴や作詩した時
の作者の心なども研究します。
　詩吟には音符はありません。指導者の詩吟を耳で
聞いて聞いた通りに真似をします。口伝えの芸能で
す。指導者も生徒も１対１の練習となります。そこの
ところが難しいのかもしれませんが、慣れてしまえ

ば皆さん勝手気ままに自分の詩吟をするようにな
ります。
　詩文を丁寧に書く練習もします。
詩吟の効能効果
　詩吟をしていて良かったと皆さんは言われます。
何故でしょう。
　私は薬屋なので詩吟の効能効果について述べて
みたいと思います。
○優れた名詩は私たちに感動を与えてくれます。
○多くの詩人たちの詩に接し、その時代の歴史を識
ることができます。

○永く練習を続けると、自然に教養が身につきます。
○漢詩を書く練習をするので、字が上手くなります。
○新しい仲間ができて、新しい世界が広がります。
○大きな声を出すので、ストレスが発散されます。
○詩吟は呼吸法を練習するので、腹式呼吸が自然と
身につき健康にも良い効果が得られます。

○詩吟を始めて、歌が上手になった人が大勢います。
○詩吟を始めて、喘息の発作が出なくなった子ども
がいます。

　詩吟は、若い方から年輩の方まで誰でも楽しめる
気軽な趣味です。いつも経験者、未経験者を問わず
会員を募集しています。是非、皆さんも興味をお持
ちになりませんか。
　なお本日は、松田博文さんに、賴山陽の「不識庵幾
山を撃つの図に題す」を吟じていただきます。

●プロフィール
昭和28年、室蘭市生まれ。
室蘭ロータリークラブ前会長。
㈱多田薬局本店代表取締役。
前薬剤師会室蘭支部支部長（平成19～28）
千歳吟詠会師範（会長　松田博文氏）
日本詩吟学院師範、常任理事
日本クラウン吟反会会員



青少年奉仕委員会報告

　１月24日（土）の例会時に、旭ヶ丘小学校の野橋
知哉校長に青少年奉仕委員会の新規事業として本
棚と図書を寄贈するための目録を渡しました。
　それを受けて3月1日（水）、全校朝会で児童図書
41冊と本棚1台を寄贈し、贈呈式が行われました。
図書については、一昨年より検討を始め本年度の
財団の補助金として申請し、残念ながら満額ではあ
りませんでしたので図書につきましては予定より少
ない図書数でありました。
　また本棚につきましては内池眞人会員のご厚意
により大変安価な金額で作成していただきました。
また、社会奉仕委員会よりも2万円ほどの助成を頂
きました。
　贈呈式につきまして徳永会長の挨拶の後、図書
委員長の梅田瞭君が代表して「頂いた本は大事に
して、皆んなでたくさん読みたい」とお礼の言葉を

述べました。
　最後に全校生
徒が我々の方を
向いて「ありがと
うございました」
と皆んなで声を
かけられた時は
この事業を企画
して本当に良かったなと感動しました。
　また、本棚の塗装をボランティアでやっていただ
いた藤塗装店の代表安藤久司さんには、感謝申し
上げる次第です。
　青少年奉仕委員会としては、この事業を単に図
書を贈呈するだけでなく、ＲＡＣのメンバーにも協
力を願い、低学年を対象に「読み聞かせ」を実行で
きるようにさらに考えております。その時は、また
メンバーのご協力よろしくお願い致します。

（文責　川本康裕）

ロータリーの友
2017年2月号に
載りました。


